
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
や
特
産
品
の
販
売
な
ど
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

金
沢
市
は
加
賀
百
万
石
の
城
下
町

と
し
て
栄
え
、
人
口
四
十
六
万
人
、

歴
史
と
文
化
を
誇
る
北
陸
地
方
の
中

心
都
市
で
す
。
ま
た
、
年
間
七
百
万

人
が
訪
れ
る
観
光
都
市
で
も
あ
り
ま

す
。
同
市
は
こ
れ
ま
で
に
、
長
野
市

や
岡
崎
市
、
豊
田
市
と
の
間
で
同
種

の
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　

本
市
が
国
内
の
都
市
と
友
好
交
流

協
定
を
結
ぶ
の
は
、
初
め
て
で
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、企
画
調
整
課（
☎

3
2
1
・
1
2
0
2
）
へ
。

　

市
は
、
金
沢
市
と
友
好
交
流
都
市

協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
な
り
、
二
月
六

日
、
松
浦
市
長
が
同
市
を
訪
れ
、
山

出
保
金
沢
市
長
と
協
定
書
に
調
印
し

ま
し
た
。

　

現
在
、
本
市
か
ら
金
沢
市
へ
は
鉄

道
で
約
三
時
間
半
か
か
り
ま
す
が
、

二
〇
一
四
年
ま
で
に
、
北
陸
新
幹
線

が
金
沢
ま
で
延
伸
さ
れ
る
と
、
約
一

時
間
半
で
結
ば
れ
ま
す
。

　

こ
れ
を
見
据
え
、
両
市
間
の
交

流
を
深
め
よ
う
と
、
昨
年
十
二
月

二
十
七
日
、
山
出
金
沢
市
長
が
本
市

を
訪
れ
、
松
浦
市
長
と
の
間
で
、
友

好
交
流
都
市
協
定
締
結
に
関
す
る
覚

書
が
取
り
交
わ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

同
協
定
で
は
、①
両
市
の
市
民
間
・

都
市
間
交
流
の
た
め
の
協
力
②
誘
客

事
業
の
連
携
③
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
共
同
研
究
な
ど
が
う
た
わ
れ
て
い

　

か
み
つ
け
の
里
博
物
館
は
「
東
国

千
年
の
都
〜
前
橋
・
高
崎
の
古
代
遺

産
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
特
別
展
は
、
前
橋
・
高
崎
両

市
で
開
催
し
た
「
東
国
千
年
の
都
〜

古
墳
か
ら
寺
院
へ
」
の
ス
ペ
シ
ャ

ル
版
と
し
て
、
両
会
場
で
展
示
で

き
な
か
っ
た
国
指
定
の
重
要
文
化

財
、「『
緑り

ょ
く
ゆ
う
と
う
き
す
い
ち
ゅ
う

釉
陶
器
水
注
、
埦わ

ん

、
皿
、

銅ど
う
わ
ん鋺
』
山さ

ん
の
う
は
い
じ

王
廃
寺
（
前
橋
市
総
社
町
）

出
土
」「
舞ぶ

た
い台
1
号
墳
（
前
橋
市
荒

子
町
）
出
土
品
」「
八
幡
観
音
塚
古

墳
（
八
幡
町
）
出
土
品
」
や
、
複
製

品
の
展
示
だ
っ
た
「『
金こ

ん
ど
う
せ
い
し
ょ
く
り

銅
製
飾
履
』

下
芝
谷
ツ
古
墳
（
箕
郷
町
下
芝
）
出

土
」
の
実
物
を
展
示
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
追
加
資
料
を
交
え

な
が
ら
、
両
市
か
ら
出
土

し
た
数
多
く
の
遺
物
と
と
も

に
、
五
世
紀
か
ら
八
世
紀
に

か
け
て
「
上こ

う
ず
け
の
く
に

野
国
」
が
成
立

す
る
様
子
を
追
い
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
か
み
つ

け
の
里
博
物
館
（
☎
3
7
3

・
8
8
8
0
）
へ
。

●
開
館
時
間
＝
午
前
9
時
30

分
〜
午
後
5
時
（
火
曜
日
休

館
、
入
館
は
閉
館
の
30
分
前

ま
で
）
●
観
覧
料
＝
一
般

二
百
円
、
高
・
大
学
生
百
円
、

六
十
五
歳
以
上
・
中
学
生
以

下
無
料

（9）高崎市役所☎321-1111

東
国
千
年
の
都

　
　
　

〜
前
橋
・
高
崎
の
古
代
遺
産
ス
ペ
シ
ャ
ル

　1,500年前に榛名
山麓を治めた王の墓
「国史跡保渡田八幡塚
古墳」。古墳には、円
筒埴輪が幾重にも列を
なして約6,000本並ん
でいました。その円筒
埴輪を現代人の手で作
り上げる、壮大なプロ
ジェクトに参加してみ
ませんか。
●期日＝毎週土・日曜日（第3日曜日と第5
土・日曜日を除く）●時間＝午前9時～午後
3時　●定員＝各日先着20人　●費用＝無料
●申し込み＝電話でかみつけの里博物館（☎
373-8880）へ

プロジェクト6000
埴
は に わ

輪作りの参加者募集

「緑釉陶器水注、埦、皿」

写真提供   前橋市教育委員会

金
沢
市
と
友
好
交
流
都
市
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

■
会
期
＝
二
月
十
六
日
㈯
〜
三
月
十
六
日
㈰

■
会
場
＝
か
み
つ
け
の
里
博
物
館（
井
出
町
）

多くの来場者でにぎわった高崎会場

　

前
橋
・
高
崎
連
携
事
業
「
前
橋
・
高
崎
の
古
代
遺
産
」
の
関
連
展
示

　

観
光
や
ま
ち
づ
く
り
で
連
携

協定締結を記念してだるまに目を入れ
る山出金沢市長（右）と松浦市長

あなたも 1/6000 の埴輪
を作りませんか。

群馬県立歴史博物館蔵 


